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遊水プール鏡
６月27日（日）オープン！

宮リバー度会パーク内の『遊水プール鏡』が、６月
２７日（日）から８月２９日（日）まで営業します。

６種類のスライダーやプールを備えた本格的レ
ジャープール『遊水プール鏡』で楽しく遊びませんか。
※悪天候または水温などが基準に達しない場合は、期
間内であっても営業できない場合があります。

▶営 業 日　 ６月２７日（日）・７月３日（土）・
　　　　　   ４日（日）・１０日（土）・１１日（日）・
　　　　　   １７日（土）・１８日（日）・１９日（祝）・
　　　　　   ７月２１日（水）～８月２９日（日）
▶営業時間　午前９時３０分～午後４時

※町内の小学生は在学証明書、中学生は学生証を入
場時に提示してください。
※小学生低学年（１～３年生）の児童は、付添（大人）
が必要です。
▷問 合 先　遊水プ―ル鏡（☎６３−０００５）また

は役場産業振興課（☎６２−２４１６）

遊水プ－ル鏡　利用料金
区　分 町　外 町　内

入
場
料

当日券

大　人 800円/回 800円/回

中学生 500円/回 200円/回

小学生 500円/回
平　日 無　料

土曜・日曜・祝日
8/12・13・16・17 200円/回

乳幼児
（就学前） 300円/回 300円/回

小学生
低学年の

付添
800円/回

平　日 無　料
（保護者１名のみ）

土曜・日曜・祝日
8/12・13・16・17

200円/回
（保護者１名のみ）

回数券
（11回券）

乳幼児 3,000円 3,000円
小中学生 5,000円 −

一般
（大人） 8,000円 8,000円

ロッカー使用料 200円/回

大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
耐
震
性
の
低
い
住
宅
は
倒
壊

し
、
一
瞬
の
う
ち
に
大
切
な
住
ま
い
や
家
族
を
失
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
大
地
震
に
備
え
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震

化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
強
い
ま
ち
に
！ 

木
造
住
宅
の
耐
震
化

ま
ず
は
無
料
耐
震
診
断

わ
が
家
の
地
震
に
対
す
る
安
全

性
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
は
木
造

住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
受
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

※
耐
震
診
断
費
用
４
５
，
０
０
０

円
は
、
国
・
県
・
町
が
負
担

▽
募
集
戸
数　

10
戸

※
１
人
に
つ
き
１
戸
で
先
着
順

▽
募
集
期
間　

７
月
１
日（
木
）～

11
月
30
日
（
火
）

▽
対
象
と
な
る
住
宅

町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
次
の
①

か
ら
④
す
べ
て
を
満
た
す
住
宅

① 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
た
ま
た
は
工
事
着
手
し
た
木

造
住
宅

②
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
延
べ
面
積
の
半
分
以
上

が
住
宅
用
で
あ
る
こ
と

③
階
数
が
３
階
以
下

④
在
来
軸
組
構
法
、
伝
統
的
構
法
、

枠
組
壁
工
法
の
住
宅
で
、
丸
太

組
工
法
の
住
宅
で
な
い
も
の

※
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
は
、

専
門
家
の
目
視
に
よ
る
診
断

耐
震
補
強
補
助
制
度

所
得
制
限
な
ど
一
定
の
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
総
務
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
戸
数　

２
戸

※
１
人
に
つ
き
１
戸
で
先
着
順

▽
募
集
期
間　

７
月
１
日（
木
）～

８
月
31
日
（
火
）

▽
対
象
と
な
る
耐
震
補
強
工
事

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
た
ま
た
は
工
事
着
手
し
た
住
宅

で
、
耐
震
診
断
の
結
果
が
、
総
合

評
点
０
．
７
未
満
（
倒
壊
・
大
破

壊
の
危
険
性
が
高
い
）
の
住
宅

を
、
筋
交
い
や
合
板
に
よ
る
壁
の

補
強
な
ど
に
よ
り
、﹁
総
合
評
点

１
．
０
以
上
（
現
行
の
耐
震
基
準

を
満
た
す
）﹂
に
す
る
工
事
。
ま

た
は
﹁
総
合
評
点
０
．
７
以
上
﹂

と
す
る
簡
易
な
耐
震
補
強
工
事

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
総
務
課

（
☎
６
２
―
１
１
１
１
）
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子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
６
月
中
に
『
子
ど
も
手
当
現
況
届
』
の
提
出

が
必
要
で
す
。
こ
の
届
は
、
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
子
ど
も
手
当
を
引
き

続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い

と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
添
付
す
る
書
類

子
ど
も
手
当
と
は

提出期限

⁶⁄₃₀㈬

なんと作者が１２歳の時に書いた絵本。
自分を良く見せようと頑張りすぎていた木が、無

理をせず、飾らないありのままの自分でよいことを百
年たって気付きます。

頑張りすぎなくても大丈夫 ‼ 自分らしく生きるこ
とが大切だということを教えてくれる絵本です。

お薦めの絵本
『百年たってわらった木』

中野美咲／文　おぼまこと／絵

図書室だより

新しい本を入荷しました。リクエストされた本も
入荷しましたので、ぜひお越しください。
▷貸 出 日　毎週土曜日午後１時～５時
▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休 館 日　日曜・祝日
▷問 合 先　町地域交流センター

（☎６３−００７０）

６
月
は『
こ
ど
も
手
当
の
現
況
届
』の
提
出
を
！

◦
請
求
者
が
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合

年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
勤
務

先
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
不
要

◦
単
身
赴
任
な
ど
で
子
ど
も
が
町

外
に
住
ん
で
い
る
場
合

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
の
世
帯

全
員
の
住
民
票
の
写
し

※
別
居
監
護
の
み

現
況
届
に
必
要
な
書
類
は
５
月

下
旬
に
対
象
と
な
る
方
へ
送
付
し

ま
し
た
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
子

ど
も
手
当
新
規
認
定
対
象
と
な
っ

た
方
は
提
出
不
要

子
ど
も
手
当
は
、
次
世
代
の
社

会
を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の

育
ち
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
受
給

者
の
所
得
制
限
を
設
け
ず
に
、
子
ど

も
の
年
齢
や
出
生
順
位
に
か
か
わ

ら
ず
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も

を
対
象
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

▽
支
給
の
対
象

15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
（
中
学

校
３
年
生
修
了
ま
で
の
子
ど
も
）

を
養
育
し
て
い
る
方

▽
支
給
額
︵
月
額
︶

一
律　

１
３
，
０
０
０
円

▽
支
給
時
期

原
則
、
毎
年
２
月
・
６
月
・
10

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

の
手
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
―
２
４
１
３
）

農家の皆さんへ
戸別所得補償モデル対策

４月から受付開始！

モデル対策（自給率向上事業および米のモデル事業）は、２３年度からの戸別所
得補償制度の本格実施に向け、農政の大転換の歴史的な第一歩として、自給率向上
のポイントとなる麦・大豆・米粉用米・飼料用米などについて、シンプルで分かり
やすい助成体系のもとに生産拡大を促す対策と水田農業の経営安定を図るために、
恒常的に赤字に陥っている米に対して補てんする対策をセットで行います。

この対策への加入にあたり、６月３０日までに ｢ 加入申請書 ｣｢ 作付面積確認依
頼書 ｣ など、関係書類を地域水田農業推進協議会に提出してください。
※伊勢農業協同組合が回収

関係書類の提出は

6月30日（水）まで

▷戸別所得補償モデル対策に関する問合先
◦東海農政局三重農政事務所農政推進課・農政計画課（☎０５９−２２８−３１９９・０５９−２２８−３１５２）
◦東海農政局三重農政事務所地域第２課（☎０５９８−５２−１５１１）
◦東海農政局三重農政事務所伊勢統計・情報センター（☎２３−３８５５）
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各
ク
ラ
ブ
の
活
躍
！

　
春
の
遠
足

【
陸
上
競
技
部
】

国
体
第
一
次
選
考
競
技
会

男
子
少
年
円
盤
投

〈
優
勝
〉
田
中
良
典
（
３
年
）
42
ｍ
78

〈
３
位
〉
坂
本
大
樹
（
１
年
）
41
ｍ
61

男
子
少
年
砲
丸
投

（
２
位
）
田
中
良
典
（
３
年
）
13
ｍ
51

女
子
や
り
投

〈
優
勝
〉
奥
村
つ
か
さ
（
２
年
）
46
ｍ
05

女
子
円
盤
投

〈
６
位
〉
奥
村
つ
か
さ
（
２
年
）
34
ｍ
81

女
子
砲
丸
投

〈
８
位
〉
西
村
理
絵
（
３
年
）
10
ｍ
26

シ
ー
ズ
ン
イ
ン
の
試
合
に
し
て
は
皆

よ
く
頑
張
り
、
５
月
末
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
予
選
に
向
け
て
楽
し
み
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
結
果
が
出
た
人
も
出
な
か
っ

た
人
も
原
因
を
し
っ
か
り
分
析
し
て
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
各
自
の
目
標
を
達
成

し
、
最
高
の
笑
顔
を
見
せ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。（
顧
問
）

奥
村
つ
か
さ
選
手

ユ
ー
ス
五
輪
の
日
本
代
表
に
選
出

陸
上
競
技
部

２
年
生
の
奥
村

つ
か
さ
選
手
が
、

ユ
ー
ス
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
１

０
ア
ジ
ア
地
域

予
選
大
会
（
５

月
22
～
23
日
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
２
０
０

７
年
、国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）
総
会
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・

ロ
ゲ
会
長
が
ユ
ー
ス
世
代
（
高
校
１
・

２
年
）
に
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
体
験
さ

せ
よ
う
と
提
案
し
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
か
ら

も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
夏
季
大

会
（
２
０
１
０
年
）
の
開
催
地
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
第
２
回
（
２
０
１
４
年
）

は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
決
定
し
て
い
ま

す
。
競
技
種
目
は
陸
上
競
技
を
含
め
て

26
種
目
で
、
参
加
国
は
１
７
０
か
国
の

予
定
で
す
。

陸
上
競
技
で
は
全
国
か
ら
20
人
の
男

女
が
各
種
目
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
、

５
月
の
ア
ジ
ア
予
選
会
に
出
場
し
て
上

位
３
か
国
に
入
れ
ば
８
月
の
本
大
会
へ

の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奥
村
選
手
は
、
昨
年
10
月
の
日
本

ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
（
高
校
１
・

２
年
の
部
）
で
、
47
ｍ
15
の
三
重
県
高

校
記
録
で
準
優
勝
し
て
代
表
候
補
に
挙

が
り
、
今
年
４
月
の
競
技
会
で
も
自
己

記
録
に
迫
る
46
ｍ
05
を
記
録
し
て
代
表

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
野
球
部
】

平
成
22
年
度
春
季
高
校
野
球
南
勢
地
区

予
選

◦
１
次
予
選　

対
伊
勢
４
―
９

◦
２
次
予
選　

対
志
摩
４
―
５

◦
３
次
予
選　

対
宇
治
山
田
５
―
１

　
　
　
　
　
　

対
明
野
２
―
４

残
念
な
が
ら
県
大
会
出
場
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ま
ず
公
式
戦
で
初
勝

利
が
で
き
た
こ
と
は
生
徒
や
チ
ー
ム
に

と
っ
て
自
信
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

１
年
生
部
員
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
入
っ

て
全
体
で
28
人
に
な
り
ま
し
た
。
３
か

月
後
の
夏
の
選
手
権
大
会
は
、
ま
ず
初

戦
突
破
を
目
標
に
、
一
つ
で
も
多
く
勝

て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

（
監
督　

原
充
臣
）

５
月
７
日
、
全
学
年
春
の
遠
足
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
校
舎
間
交
流
と

し
て
、
１
年
生
は
南
勢
校
舎
と
合
同
で

『
合
歓
の
郷
』
へ
、
２
年
生
も
同
じ
く

合
同
で
『
伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー

ム
』
へ
、
３
年
生
は
度
会
校
舎
単
独
で

滋
賀
県
の
『
ブ
ル
ー
メ
の
丘
』
へ
行
き

ま
し
た
。

南
勢
校
舎
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
パ
ン

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
自
分
に
と
っ

て
パ
ン
作
り
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

南
勢
校
舎
の
皆
さ
ん
と
交
流
が
で
き
、

た
く
さ
ん
の
友
達
も
で
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。（
1
年　

西
岡
由
城
）

南
勢
校
舎
の
皆
さ
ん
と
合
同
で
行
わ

れ
た
今
回
の
遠
足
で
は
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

作
り
と
い
う
普
段
で
き
な
い
よ
う
な
珍

し
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
我
々
が
何

気
な
く
食
べ
て
い
る
食
品
も
、
一
つ
ひ

と
つ
苦
労
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

（
2
年　

大
北
彪
馬
）

今
回
、
私
た
ち
３

年
生
は
滋
賀
県
甲
賀

市
に
あ
る
『
農
業
公

園
ブ
ル
ー
メ
の
丘
』

へ
行
き
ま
し
た
。
当

日
は
朝
か
ら
あ
い
に

く
の
雨
で
、
ほ
と
ん

ど
の
施
設
が
閉
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
天
気

が
良
け
れ
ば
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
体
験
や

動
物
と
の
触
れ
合
い

が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し

た
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図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

６月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
○ ○ ○ × ×

6 7 8 9 10 11 12
× ○ ○ × ○ × ×
13 14 15 16 17 18 19
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
20 21 22 23 24 25 26
× ○ ○ × ○ ○ ×
27 28 29 30
× ○ ○ ○

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。
　http://booklog.jp/users/watarailib
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Close Up わたらい

去る４月２８日、度会小学校３年生の児童８１人と
南伊勢高校度会校舎１年生の生徒７８人が合同で新茶
摘みを体験しました。

この体験は、子どもたちに地域への関心や誇りを
持ってもらい、お茶を通じて町の特産品について学ぶ
とともに、互いに交流を深めることを目的に実施され
ました。

中村英子さん（棚橋）の茶畑をお借りし、県職員か
ら摘み方の説明を受けた後、児童と生徒はお茶に向
かって混じって並び、語り合いながら新緑の茶葉を一
つひとつ丁寧に摘み取りました。中には「茶摘み」の
唱歌を大きな声で歌う児童らもいて、晴天のもとに行
われたこの日、初夏の到来を感じさせてくれる取り組

みとなりました。
児童や生徒らは体験の感想について「いっぱい摘め

て楽しかった」「小学生と接することができて楽しかっ
た」と話し、茶摘みを終えた後「ファンは何のために
あるのか」「お茶は何種類くらいあるのか」など質問し、
県職員や中村さんから丁寧に教えてもらいました。

なお、摘み採ったお茶は、製茶されてから各学校へ
贈られ、この体験をはじめとして、南伊勢高校度会校
舎ではインターネットなどでお茶について追究する予
定で、度会小・中学校では５月１２日の給食で、きな
こにお茶を混ぜて揚げパンにまぶした「度会茶揚げパ
ン」として食べられました。

去る４月２６日、度会小学校５年生が、棚橋の水田
で田植えの体験学習を行いました。

総合的な学習として、地域産業である農業を学ぼう
と、農家の協力のもと、７年前から田植えや収穫の体
験をしています。この日も児童らは、山本充 さん（棚
橋）をはじめ、ボランティアや児童の祖父母など９人
の方々に指導してもらい、泥だらけになって悪戦苦闘

しながらも、楽しそうにもち米の苗を１株ずつ植えて
いきました。

最初は泥の中に入るのをためらう子もいましたが、
次第に慣れ「楽しい」「しりもちついた」など歓声を
上げながら約２時間で７千本を植えました。

これから児童らは、夏場には成長の観察、秋には稲
刈り体験など、学習の幅を広げていく予定です。

度会小３年生・南伊勢高度会校舎１年生
合同茶摘み体験で交流

度会小５年生
田植え体験で地域を学ぶ
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度会町田口出身の山根佐由里さんが、６
月２３日から７月２日に開催される世界女
子ソフトボール選手権の日本代表に初選出
されました。

山根さんは宇治山田商業高等学校出身の
投手で、現在はトヨタ自動車に所属してい
ます。

山根さんは「世界選手権に出ることが目
標だったので、次は世界選手権のマウンド
で投げ勝つことを目標にしたい。自分がソ
フトボールを続けられるのは周りの支えが
あってこそ。感謝の気持ちを常に持ってプ
レーしていきたい」と今回の選出にあたっ
て語ってくれました。

山根佐由里さん
ソフトボール世界選手権日本代表に選出

去る５月１８日、長原保育所の園児らが農業振興事
業の一環として、長原区１４人の皆さんと一緒にサヤ
エンドウとスナップエンドウの収穫を体験しました。

園児たちは、自分の身の丈ほどの所についたサヤエ
ンドウやスナップエンドウに手を伸ばし「いっぱいあ
る」「こんなに大きいのが採れた」と歓声を上げなが
ら実を採りました。

この日採れたマメはまんべんなく小分けにされ「み
んな家に帰って食べてくださいな」と、長原区の皆さ
んから長原保育所に届けられました。

長原区と園児の交流
マメの収穫体験

去る５月２１日、毎日ペンクラブ副会長である古橋
清子さん（大野木）が役場町長室を訪れ、写真を２点
寄贈してくれました。寄贈していただいた写真は、古
橋さんが、３年にわたって狙い続けた「夕日にかすむ
大野木のソメイヨシノ」と活気・活力のある場面を捉
え、組み写真にした「神宮の川曳き」の２点。

古橋さんは、特に大野木のソメイヨシノの写真につ
いて「なかなか見ることができない自然が作り上げた
風景。町にこんな風景があるということを自分の撮っ
た写真を通じて町の人に見ていただければ」と話して
くれました。

なお、古橋さんには、（社）二科会写真部コンテス
トにおいて４度入選するなど数々の入選歴があります。

ありがとうございました。

古橋清子さん
役場に写真を２点寄贈
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Close Up わたらい

ユース五輪陸上アジア地域予選大会
（５月２２、２３日・シンガポール）の
女子やり投げ日本代表に選ばれた南伊勢
高等学校度会校舎２年生の奥村つかささ
ん（伊勢市）が、去る５月６日、役場町
長室を訪れ、町長に日本代表選出の報告
をしました。

町長は「ベストな体調で挑み、自己記
録更新を狙って頑張って欲しい」と激励。
予選で上位３位以内に入れば、本戦出場
権を得るとあって、奥村さんは「出場権
を取りたい。出るからには本選にも出た
い」と意気込みを語ってくれました。

奥村つかささん（南伊勢高校度会校舎）
ユース五輪アジア予選の女子やり投げ日本代表に選出

４月２２日に１００歳の誕生日を迎えられた羽根美
知さん（立花）に町長からほう状と祝金が手渡されま
した。

受け取った羽根さんは「こんなに祝っていただいて
ありがたい」と喜びを語り、日ごろのようすについて
尋ねると「肉が好きで、肉を中心に何でも食べる。好
き嫌いはない。子どもたちを送り出すのが日課」と答
えてくれました。

おめでとうございました。

羽根美知さん（立花）
祝！１００歳到達‼

去る５月１２日、日ごろ町民の皆さんの相談役とし
て活躍されている度会町民生委員・児童委員の西田昭
代さん（栗原）、山下良子さん（大野木）が、多年にわ
たって社会福祉の増進に尽くされた功績を称えられ、
三重県民生委員児童委員協議会長から表彰されました。

西田さんと山下さんは「地域の皆さんのご協力が
あってこその受賞。これを一つの区切りとして気持ち
を新たに努めたい」と受賞の感想を語ってくれました。

おめでとうございました。

西田昭代さん・山下良子さん
三重県民生委員児童委員協議会長表彰を受賞

（左）西田昭代さん・（右）山下良子さん
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お知らせ
Watarai Information

保育所交流事業
『保育所で遊びましょう』を開催

▶開催日時　６月１８日（金）
午前１０時～１１時

▶開催場所　長原保育所
▶対 象　保育所未入所児とその

保護者
▶内 容　保育所見学および園児

との交流
▶定 員　２０組（先着順）
▶申込期間　６月７日（月）～１５

日（火）
▶申込・問合先

町子育て支援センター
（☎６３−００７０）

子育て支援教室
『七夕飾りを作ろう』を開催
▶開催日時　６月２５日（金）午前

１０時３０分～１１時３０分
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　保育所に行っていない

１歳以上のお子さんとその保護者
▶内 容　笹飾り作りや七夕に関

する遊び
▶参 加 費　１００円
▶定 員　２０組（先着順）
▶申込期間　６月７日（月）～１５

日（火）
▶申込・問合先

町子育て支援センター
（☎６３−００７０）

献血にご協力ください
▶実施日　６月１４日（月）
▶実施時間および場所
◦午前１０時～午後１時

役場町民ホール
◦午後２時３０分～４時

グッディ度会店（大野木）
▶内 容　４００㎖献血
※三重県では、輸血の安全性をより
高めるために病院で使用される赤血
球のほとんどが４００㎖献血でまか
なわれています。
▶対 象 者
◦体重　男女とも５０㎏以上
◦年齢　１８～６９歳
※６５歳以上の方の献血について
は、健康を考え、６０～６４歳の間
に献血経験のある方に限ります。
▶問 合 先　役場福祉保健課
（☎６２−１１１２）

『こころの健康相談』を開催
▶開催日時　６月２４日（木）

午後１時～３時
▶開催場所

県伊勢庁舎ヘルスサポート室
▶内 容　専門医・保健師による

個人面接相談（要予約）
※相談は無料で、秘密は堅く守られ
ます。
▶予約・問合先

伊勢保健福祉事務所地域保健課
（☎２７−５１４８）

Watarai Information

子育て支援教室
『運動会ごっこ』を開催
▶開催日時　７月９日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　保育所に行っていない

１歳以上のお子さんとその保護者
▶内 容　親子で楽しめる簡単な

競技（かけっこ・玉転がしなど）
▶定 員　２０組（先着順）
▶申込期間　６月２８日（月）～

７月２日（金）
▶申込・問合先

町子育て支援センター
（☎６３−００７０）

町立学校の参観をどうぞ
町内小中学校では、町民の皆さん

に開かれた学校づくりを目指してい
ます。

小学校や中学校のようす、子ども
たちのようすをぜひご覧ください。
▶前期開放日時

６月１６日（水）～１８日（金）
午前９時～午後３時まで随時

※ただし、水曜日は正午まで
▶開 放 校　度会小学校、度会中学校
▶対 象 者　度会町内にお住まいの

成人
▶そ の 他
◦駐車場や学校の出入口は、各校の

案内に従ってください。
◦受付で名簿に氏名などの記入をお

願いします。
◦ビデオやカメラ（携帯電話を含む）

による授業の撮影はご遠慮くださ
い。

▶問 合 先　町教育委員会事務局
（☎６２−２４２２）
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高所作業車運転技能講習会を
開催

▶開催日時および場所
◦学科

７月８日（木）／三重建設労働組
合伊勢支部第二会館

◦実技
７月９日（金）／コマツ建販（株）

▶定 員　３０人（先着順）
▶受講資格

満１８歳以上の方で、次の一部免
除規定に該当する方

◦第１号　小型移動式クレーン技能
講習修了証取得者など

◦第２号　普通自動車免許取得者な
ど

※取得している資格により受講料の
一部免除あり
▶受 講 料
◦第１号　３２，５００円
（テキスト代含む）

◦第２号　３４，５００円
（テキスト代含む）

▶申込に必要なもの
印鑑、受講料、写真２枚（２．５
㎝×３．５㎝）、資格証・免許証・
修了証などの写し

▶申込・問合先
三重県建設労働組合伊勢支部

（☎２３−５５３５）

三重県障害者相談支援センター
巡回相談を開催

▶開催日時　７月１日（木）
◦受付時間　午後１時～２時
◦判定時間　午後２時～４時
▶開催場所　町保健センター
▶受診科目　整形外科（肢体）
▶相談内容　補装具（義肢・装具・

車いすなど）の交付・修理の要否
判定、手帳や身体障がいなどの医
療相談

▶申込方法　電話または福祉保健課
窓口で予約受付

▶予約申込期限　６月１５日（火）
※土・日曜日、祝日を除く。
▶相談の際に必要なもの
◦身体障害者手帳（交付されている

方のみ）
◦身分証明書（運転免許証、健康保

険証など）
◦現在使用されている補装具（補装

具の修理相談・判定を希望する方
のみ）

※製作業者の同席が必要です。
▶申込・問合先　役場福祉保健課
（☎６２−２４１３）

脂質異常症を予防する
料理教室を開催
度会町食生活改善推進協議会で

は、次のとおり脂質異常症を予防す
る料理教室を開催します。ぜひ、ご
参加ください。
▶開催日時　６月２２日（火）

午前９時３０分～正午ごろ
▶開催場所　町保健センター
▶申込期限　６月１６日（水）
▶参 加 費　３００円
▶申込・問合先　役場福祉保健課
（☎６２−１１１２）

要約筆記奉仕員養成講座の
受講者を募集
聴覚障がい者に対する文字による

情報保障を目指し、要約筆記奉仕員
養成講座を開催します。
▶コースおよび定員
◦手書き要約筆記コース　２０人
◦パソコン要約筆記コース　１５人
▶開催場所

大山田農村環境センター（伊賀市）
▶開催期間　７月３日から１２月

１８日までの延べ１４回で、各日
とも土曜日午前１０時から午後４
時まで

※予備日１日を含む
▶受講料　無料
※テキスト代などは自己負担（３，
５００円程度）
▶申込期限　６月２０日（日）
※当日消印有効

受講対象要件、開催日、申し込み
方法など、詳しくはお問い合わせく
ださい。
▶申込・問合先　（社）三重県聴覚

障害者協会（☎０５９−２２９−
８５４０）

ご利用ください
交通事故無料相談

（社）日本損害保険協会では、交
通事故に関する相談をお受けします。
電話相談　※面談可
▶相談日時　毎週月～金曜日
※祝日は除く
午前９時～正午、午後１時～５時
弁護士相談
▶相談日時　毎週木曜日
午後１時～４時
※要予約・要面談
▶問 合 先
（社）日本損害保険協会四日市自
動車保険請求相談センター

（☎０５９−３５３−５９４６）

放送大学学生を募集
放送大学は、自宅で学べる通信制

の大学です。
放送大学では、平成２２年度第２

学期（１０月入学）の入学生を募集
します。
▶応募期間

６月１日（火）～８月３１日（火）
　詳しくは、お問い合わせください。
▶申込・問合先

放送大学三重学習センター
（☎０５９−２３３−１１７０）
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日本脳炎の定期の予防接種に
ついて
町では、厚生労働省から平成１７

年５月３０日付けで、定期の予防接
種における日本脳炎ワクチン接種の
積極的勧奨の差し控えの勧告が出さ
れたことから、それに準じていまし
たが、第１期については積極的な勧
奨を行う段階に至ったものとする旨
の通知がありました。このことを受
け、市町においても、第１期の標準
的な接種期間に該当する方（平成２
２年度において３歳になる方）につ
いては積極的勧奨を行うことになり
ました。

なお、第１期の対象年齢範囲内（生
後６か月から９０か月未満）で保護
者が接種を希望する方については、
接種することは可能ですので、各医
療機関へお問い合わせください。対
象年齢範囲内で未接種の方に限り、
費用は引き続き無料で受けられます。

平成１７年の積極的勧奨差し控え
により、接種機会を逃した方につい
ては、今後、第２期の方（９歳以上
１３歳未満）に対するワクチン使用
の可否が明確となった時点で改めて
議論を行うこととされていますの
で、ご理解をお願いします。
▶問 合 先　町保健センター
（☎６２−１１１２）

６月６日(日)から１２日(土)は
危険物安全週間です
気温が高くなる夏は、石油類の蒸

気が発生しやすく、事故が起こりや
すい時季です。

自動車などの燃料は、私たちの生
活になくてはならない大変便利なも
のですが、取り扱いを誤ると、火災
や爆発など重大事故を引き起こす可
能性が高いものです。

これらの事故を未然に防止するた
め、危険物を取り扱うときには細心
の注意を払いましょう。
▽問 合 先　伊勢市消防本部予防課
（☎２５−１２６３）

危険物取扱者保安講習会を
開催

▶開催日時　７月１日（木）
午後１時～４時

▶開催場所　伊勢市観光文化会館
▶受講手数料　４，７００円
※三重県収入証紙で額面４，７００
円を受講書に貼付
▶受付期間

６月１日（火）～１１日（金）
▶受講申請書などの配布窓口

受講申請書の用紙は、最寄りの消
防本部、三重県防災危機管理部消
防 ･ 保安室、各県民センターおよび

（社）三重県危険物安全協会で交付
するものを使用してください。
※受講希望者に交付

詳しくは、お問い合わせください。
▶申込・問合先
（社）三重県危険物安全協会
（☎０５９−２２６−８２７８）

こども相談を開催
お子さんに関する心配事などで悩

んでいませんか。町では『こども相
談』を開催します。お気軽にお申込
みください。
▶開催日時　６月３０日（水）

午前９時３０分～午後３時
▶申込期間　６月２１日（月）～

２３日（水）※要予約
▶開催場所　町保健センター
▶相 談 員　籠谷博子先生（臨床心

理士・元県児童相談所勤務）
▶対 象 者　乳幼児および小・中学

生のお子さんとその保護者
▶相談内容　育児、こころとからだ、

言葉、不登校、落ち着きがないな
ど
▶費 用　無料
※相談内容の秘密は堅く守ります。
▶申込・問合先　町福祉保健課
（☎６２−１１１８）

消防設備士試験を開催
▶試験日および受付期間
甲種４類、乙種１・２・３・５・６類
◦試験日　８月７日（土）
◦電子申請の受付期間

６月７日（月）～１８日（金）
◦書面申請の受付期間

６月１０日（木）～２１日（月）
甲種特・１・２・３・５類、乙種４・
７類
◦試験日　８月８日（日）
◦電子申請の受付期間

６月７日（月）～１８日（金）
◦書面申請の受付期間

６月１０日（木）～２１日（月）
▶試験会場　三重大学（津市栗真町）
▶願書の配布場所
◦県内各消防本部・消防署
◦県内各県民センター防災室
◦三重県防災危機管理部消防・保安

室
◦（財）消防試験研究センター
▶問 合 先　（財）消防試験研究セ

ンター三重県支部（☎０５９−
２２６−８９３０）

Watarai Information

バスケットボール部員を
募集
住所や年齢、性別を問わず、みん

なで楽しくバスケットボールを行お
うと部員を募集しています。お気軽
にご連絡ください。
▶活動日時　毎週土曜日午後７時～

９時
▶活動場所　南伊勢高校度会校舎体

育館
▶募集対象　住所・年齢・性別を問

わず、バスケットボールをやりた
い方であれば加入できます。

▶申込・問合先　代表 下田
（☎０９０−５４５８−７７８７）
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平成２２年１０月１日
国勢調査を実施します
国勢調査は、日本に住んでいるす

べての方および世帯が対象です。
平成２２年国勢調査は、わが国が

本格的な人口減少社会となって実施
する最初の国勢調査で、日本の未来
を考えるために欠くことのできない
最新の人口・世帯の実態を明らかに
する重要な調査です。

調査結果は、さまざまな法令で使
われるほか、社会福祉、雇用対策、
生活環境の整備など、私たちの暮ら
しのために役立てられます。
※国勢調査について、詳しくは、平
成２２年国勢調査広報サイト「国勢
調査 ｅ - ガイド」をご覧ください。
▶ホームページアドレス

http://www.stat.go.jp/data/
kokusei/2010/kouhou/index.
htm

▶問 合 先　役場総務課
（☎６２−１１１１）

ワーク・ライフ・バランスの
すすめ
労働時間が健康や生活に配慮され

たものになること、また、少子高齢
化などに対応するためにも、仕事と
生活の調和（ワーク・ライフ・バラ
ンス）を推進していくことは重要で
す。

仕事と生活の調和については、労
使で協議・協力するだけでなく、家
庭や地域においても、ワーク・ライ
フ・バランスの取り組みを進めてい
きましょう。
「働き方改革！みえ」の６つの提言
①職場内で話し合いの場を持ちま

しょう
②所定外労働時間の削減を進めま

しょう
③年次有給休暇の取得を促進しま

しょう
④休日を効果的に活用しましょう
⑤育児・介護休暇などを取得しやす

い環境を整備しましょう
⑥家庭（家族）で過ごす時間を持ち

ましょう
▶問 合 先　三重労働局企画室
（☎０５９−２２６−２１１０）

健康講座『血管いきいき健康
講座』を開催
▶講座日程など
第１回
◦日時　６月２３日（水）

午前９時３０分～１１時
◦テーマ　脳卒中予防の基礎知識
第２回
◦日時　７月７日（水）

午前９時３０分～午後１時
◦テーマ　食事でいきいき血管をめ

ざそう！
第３回
◦日時　７月１４日（水）

午前９時３０分～１１時
◦テーマ　運動で脳の血管を元気に

しよう！
※１講座３回コース
▶開催場所　町保健センター
▶対 象　脳卒中予防や健康に関

心のある６５歳未満の方
※原則、全日程参加していただける
方
▶申込期間

６月１４日（月）～１８日（金）
▶申込・問合先　町保健センター
（☎６２−１１１２）
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あなたの調査票
から日本の未来
が見えてきます

10月1日, 国勢調査を実施します！

総務省統計局

平成22年10月１日
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Watarai Information

遊・友・YOU くらぶ

７月１４日（水）
　　　ひよこグループ
７月１５日（木）
　　　うさぎグループ

時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※多目的ホールが事業で使用でき
ないときは、創作活動室をご利用下
さい。

地区巡回広場わたぼうし

７月　１日（木）
　町地域福祉センター
　一之瀬支所（旧南中村保育所）
７月２２日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊

びなど
対象：保育所に行っていないお子さん

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３−００７０）または役場福
祉保健課（☎６２−１１１２）まで

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２−１１１２）まで

３歳６か月児健診
７月２１日（水）

受付：午後０時３０分～
０時４５分

場所：町保健センター
対象：平成１８年１１月・１２月生

まれのお子さん

乳　児　健　診
７月２１日（水）

受付：午後１時～１時２０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成２２年５月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成２１年１２月生まれのお子さん

育児相談（保健相談および栄養相談）

７月２日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

産 バザールわたらい
直市　　　　　

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp

支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時

６月１１日（金）・２５日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階第１会議室

▶申込・問合先
役 場 福 祉 保 健 課（ ☎ ６ ２ −
２４１３）または伊勢・度会地
区障害者相談支援センター『ブ
レス』（☎２０−６５２５）

町　県　民　税　第１期

国民健康保険税　第２期

※口座振替日は、６月２８日（月）
です。預貯金残高の確認をお願い
します。

6月の 町 税

▶開催日時　毎週日曜日
午前９時～１１時

▶開催場所
宮リバー度会パーク
バザールわたらい

▶問 合 先
役場産業振興課

（☎６２−２４１６）

地元産の新鮮な野菜やお茶、手作りお菓子、漬け物などを
販売しています。多数のご来店をお待ちしています。

12広
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今 シリーズ
夜の夕食

魚介類に含まれる脂肪には「血液をサラサラにする」「中性
脂肪やコレステロールを減らす」といった働きがあり、特に青
魚には多く含まれています。

「食べ過ぎない」「食事を規則的に１日３食とる」など、日
ごろから心がけ、脂質異常など生活習慣病予防をしましょう。

度会町食生活改善推進協議会

脂質異常症予防料理　サバのトマト煮

材料（４人分）

❶サバにＡを振っておく。
❷①の水気をペーパータオルで拭き、片栗粉を薄くまぶす。
❸テフロン加工のフライパンを熱し、②を両面こんがりと焼き、

皿に取り出す。
❹タマネギ・ニンニクはみじん切りにし、③のフライパンをペー

パータオルで拭き、オリーブ油を中火で熱して炒める。
❺トマトの水煮を刻んで汁ごと④に入れ、ローリエ、③のサバ

を加える。
❻サバにトマトソースをかけながら弱火で７、８分程度煮込み、

塩・コショウ・みりんで味を調える。
❼器に盛り付け、刻みパセリを散らす。

作り方

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５
※昼の休憩時間は２班交代制での執務

おめでた

おくやみ

４月中に届出のあった方（敬称略）
 子の名前 保護者名 字名
藤田　悠

ハ ル キ

生 幸司 上久具
中井　大

タ イ ガ

峨 猛司 小　川
大西　芹

セ リ ナ

奈 秀樹 平　生
山下　大

ダ イ ヤ

哉 陽也 南中村
森田　美

ミ

羅
ラ

 友博 棚　橋

４月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前 年齢 字名
岡野　操 ７５ 長　原
北村　吉美 ６３ 長　原
油家　松郎 ８０ 長　原
世古　德郎 ８５ 鮠　川
奥田　藤吉 ９１ 牧　戸
大北　泰子 ７２ 棚　橋
東出　うめの ８４ 川　口
山本　くにへ ９２ 葛　原
山下　岩生 ７８ 南中村
東出　武治 ７７ 大野木

■度会町役場
◦総務課 （代）６２－１１１１
・行政係
・財政係
◦政策調整室 ６２－２４２３
◦税務住民課
・戸籍住民係 ６２－２４１１
・年金保険係 ６２－２４１１
・住民税係 ６２－２４１４
・資産税係 ６２－２４１４
◦福祉保健課
・福祉係 ６２－２４１３
・支援係（地域包括支援センター）
 ６２－１１１８
・保健係（保健センター）
 ６２－１１１２
◦生活環境課 ６２－２４１５
◦建設課 ６２－２４２０
◦産業振興課
・農林係 ６２－２４１６
・振興係 ６２－２４１６
◦出納室 ６２－２４１０

◦議会事務局 ６２－１１１３
◦教育委員会事務局
 （代）６２－２４２２
・学校教育係
・社会教育係
◦夜間・休日宿日直室
 ６２－１１１４
■保育所
◦棚橋保育所 ６２－００７４
◦長原保育所 ６４－００２２
◦中之郷保育所 ６２－００７０
■地域交流センター
 ６３－００７０
■社会福祉協議会 ６２－１１１７
■わたらい緑清苑 ６２－２２００
■美化センター ６２－０２４９
■中央公民館 ６２－１５８８
■度会小学校 ６２－０００４
■度会中学校 ６２－０１９４
■バザールわたらい
 ６３－０３３３

サバのトマト煮
サバ ４切れ

Ａ　酒 大さじ１
塩 小さじ４分の１

片栗粉 大さじ２
タマネギ ２分の１個
ニンニク １かけ
オリーブ油 大さじ１

トマト水煮缶（４００ｇ）
１缶

ローリエ １枚
塩 小さじ２分の１

Ｂ　コショウ 少々
みりん 小さじ２

刻みパセリ 大さじ１
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◦発行／度会町役場
◦編集／総務課

三重県度会郡度会町棚橋₁₂₁₅-₁
ＴＥＬ ₀₅₉₆-₆₂-₁₁₁₁ ＦＡＸ ₀₅₉₆-₆₂-1₆₄₇
Ｅ︲ｍａｉℓ：ｓｏｍｕ＠ｔｏｗｎ．ｗａｔａｒａｉ．ｍｉｅ．ｊｐ

◦印刷／文化印刷（有）

今月の表紙編 集 後 記
今月は、保育園児、小・中学生、高校生に至るまで、取

り組まれた農業体験のようすをたくさん紹介することがで
きました。農繁期で農家の皆さんがお忙しい中、たくさん
の方々にご協力をいただいたおかげで、子どもたちは貴重
な体験をすることができました。

また近年、県内でも屈指の実力をつけてきた度会町の女
子ソフトボール界から生み出された選手が日本代表として
選出、さらに町内高等学校から陸上においてもユース日本
代表に選出されるなど嬉しいニュースが届きました。

地域の支えがあって、子どもたちがさまざまな経験をす
る、やりたいことをやり通すことにより、先につながって
いくということを実感しました。

人　口 男　４,３７１（－１０） 出生　　４
女　４,６４３（－　３） 死亡　１１
計　９,０１４（－１３） 転入　２４

世帯数２,８２１（＋　１） 転出　３０
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度会中2年生「地域の特産」茶を学ぶ
去る５月１３日、度会中学校２年生の生徒９７人が、校

外学習として地域の特産であるお茶について学ぼうと茶摘
み体験や茶工場見学をしました。

大西保さん（町茶業組合長）の茶畑をお借りし、生徒ら
は新芽の光る茶畑に並び、新緑の茶葉を一つひとつ摘み採っ
ていきました。「摘み出すとやみつきになる」「意外と楽しい」
と限られた時間の中、たくさんの茶葉を摘み採りました。

また、午後からは大西さんの茶工場に場所を移し、機械
の説明を受けた後、工場内の蒸し機や揉捻機、乾燥機といっ
た各機械を見学してから、新茶の試飲をし、茶の製造課程
に対する理解を深めました。

なお、摘み採られたお茶は、後日、中学校に贈られ、食
育の授業に利用する予定です。

南伊勢高等学校度会校舎普通科１年生の西岡由城
さん。西岡さんは、高校生活をスタートさせて、は
や２か月。勉強にも部活動にもようやく慣れ始め、
充実した毎日を過ごしています。

★学校生活は  
　新しい友達もたくさんできて、充実した学校生活
　を送っています。授業も新鮮で楽しいです。部活
　動はバスケットボール部に入部しました。先輩も
　とてもよくしてくれます。
★親への想い 

自分のやりたいことをさせてくれて感謝していま
す。いつか恩返しをしたいと思っています。

★今１番気になること 
６月に行われるサッカーのワールドカップ、特に
日本の試合です。最近の日本の試合ぶりから、選
手や監督に厳しい意見ばかりがぶつけられていま
すが、期待を背負って誇りを持って戦う自分の国
の代表選手を信じて、日本を応援したいと思います。

★趣味・特技は 
鮎しゃくりが得意です。捕ってきた鮎を母に焼い
てもらって食べるのを楽しみにいつも川へ向かい
ます。今年の夏も待ち遠しく思っています。

★将来の夢は 
まだ具体的にどういう職業に就きたいなど見つ
かっていません。たくさんの勉強、さまざまな経
験を通じて、どうなりたいのか見つけていければ
と思っています。

★度会町の好きなところは 
きれいな川が流れ、住みやすいところです。

★度会町に望むこと 
田舎の良さをずっと残して欲しいです。


